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情報伝達メディアの性質

情
報
伝
達
メ
デ
ィ
ア
の
性
質

　
　
　

 

感
染
症
に
ま
つ
わ
る
情
報
伝
達
の
比
較
か
ら 　
　
　

一　

目
的
と
方
法

本
稿
で
は
、
感
染
症
の
流
行
に
際
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報

伝
達
に
つ
い
て
、
時
代
や
地
域
の
異
な
る
様
々
な
媒
体
を
対
象
と
し

て
比
較
検
討
し
、
各
種
情
報
伝
達
メ
デ
ィ
ア
の
性
質
お
よ
び
そ
の
時

間
的
・
空
間
的
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

メ
デ
ィ
ア
の
性
質
に
つ
い
て
着
目
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
安
保
則
夫
﹃
ミ
ナ
ト
神
戸　

コ
レ
ラ
・
ペ
ス
ト
・
ス
ラ
ム　

社

会
的
差
別
形
成
史
の
研
究
﹄
に
お
い
て
分
析
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
﹁
神
戸
又
新
日
報
﹂
で
あ
る
。﹁
又
新
﹂
を
市
内
の
文
書
館

で
閲
覧
で
き
る
と
知
り
、
実
際
に
明
治
期
の
新
聞
の
感
染
症
に
関
す

る
記
事
を
読
ん
で
み
る
と
、
現
代
の
新
聞
や
そ
の
他
メ
デ
ィ
ア
と
は

情
報
の
取
り
扱
い
方
が
異
な
っ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
異
な
る

性
質
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
の
性
質
の
変

遷
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。

調
査
方
法
と
し
て
は
、
明
治
期
の
新
聞
に
お
け
る
感
染
症
に
関
す

る
内
容
の
記
事
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
後
、
現
代
の
新
聞
が
取

り
扱
う
内
容
と
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
比
較
も
試
み
る
。
検
討
に
用
い

る
メ
デ
ィ
ア
は
、
第
一
に
﹁
神
戸
又
新
日
報
﹂
で
あ
る
。
神
戸
又
新

日
報
は
、
明
治
一
七
年
か
ら
昭
和
一
四
年
ま
で
神
戸
市
内
に
お
い
て

発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
で
、
神
戸
市
街
や
そ
の
近
辺
の
比
較
的
狭
い

地
域
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
扱
い
、
明
治
一
九
年
の
コ
レ
ラ
流

行
に
あ
た
っ
て
は
コ
レ
ラ
に
関
す
る
情
報
を
多
く
発
信
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
又
新
日
報
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
神
戸
市
文
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
紙
焼
き
製
冊
版
を
閲
覧
し
、
必
要
箇
所
の
み
を
抜
粋

し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
印
刷
が
不
明
瞭
で
判
読
不
能
な

箇
所
は
、（
判
読
不
能
）
と
表
示
す
る
。
続
い
て
、
同
様
の
時
代
に
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る
興
味
を
か
き
立
て
る
点
で
、
新
聞
は
人
々
の
﹁
公
共
的
参
加
を

促
す
集
団
的
な
告
白
形
態
﹂
で
あ
る
と
い
え
る
（M

cLuhan, 1964=

一
九
八
七
：
二
〇
八
）。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
新
聞
は
社
会
の

暗
部
を
い
た
ず
ら
に
掘
り
起
こ
す
埒
も
な
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
錯

覚
す
る
が
、﹁
紙
面
の
密
度
を
高
め
て
読
者
の
参
加
を
う
な
が
す
に

は
、
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂（M

cLuhan, 1964=

一
九
八
七
：
二
一
四
）
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
新
聞
を
告
白
形
態
た

ら
し
め
て
い
る
の
は
、﹁
公
衆
を
呼
び
か
け
の
対
象
と
し
て
も
ち
、

正
確
な
画
一
性
と
反
復
可
能
性
を
そ
な
え
た
高
密
度
の
印
刷
と
い
う

形
態
﹂（M

cLuhan, 1964=

一
九
八
七
：
二
一
五
）
で
あ
る
と
も
い

え
る
。
新
聞
は
そ
の
初
期
に
お
い
て
、﹁
噂
話
や
口
づ
て
の
話
の
過

ち
を
正
す
﹂
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
や
が
て
ニ
ュ
ー
ス
を
﹁
作

る
べ
き
も
の
﹂
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（M

cLuhan, 
1964=

一
九
八
七
：
二
一
六
）。
そ
う
し
た
中
で
、
共
同
体
内
の
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
情
報
を
材
料
と
し
て
モ
ザ
イ
ク
状
に
並
べ
、
作
為

的
に
作
り
出
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
日
発
信
す
る
よ
う
に
な
り
、
結
果

的
に
共
同
体
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
に
寄
与
す
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
﹃
メ
デ
ィ
ア
論
﹄
を
著
し
た
の
は

一
九
六
四
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
上
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
海
外
で
活

躍
し
た
学
者
で
あ
る
。
現
代
日
本
に
お
け
る
新
聞
は
ど
の
よ
う
に
扱

わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

遠
藤
知
巳
に
よ
る
と
、
現
代
と
は
い
え
一
〇
年
以
上
も
前
の
記
述

で
あ
る
が
、
日
本
の
新
聞
発
行
部
数
は
中
国
に
次
ぐ
世
界
二
位
、
新

お
け
る
発
行
範
囲
の
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

明
治
一
九
年
に
東
京
や
大
阪
で
刊
行
さ
れ
た
新
聞
の
コ
レ
ラ
に
関
す

る
記
事
に
も
着
目
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
﹁
燈
新
聞
﹂﹁
東

京
日
日
新
聞
﹂﹁
朝
野
新
聞
﹂﹁
毎
日
新
聞
﹂
の
四
種
の
新
聞
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
の
詳
細
に
つ
い
て
は﹁
三
︲
二　

明
治
期
の
新
聞
﹂

に
お
い
て
後
述
す
る
。
そ
し
て
、
時
代
と
射
程
の
異
な
る
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
、
現
代
の
全
国
紙
に
着
目
す
る
。
明
治
期
の
メ
デ
ィ
ア
に
お

け
る
感
染
症
関
連
報
道
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
と
内
容
上
の
整
合

性
を
と
る
た
め
、
現
代
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
二
〇
一
九
年
末
期
か
ら

世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
新
聞
記

事
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
新
聞
記
事
の
閲
覧
に
は
読
売
新
聞
オ
ン
ラ

イ
ン
お
よ
び
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
。

二　

新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア

具
体
的
な
メ
デ
ィ
ア
の
分
析
に
入
る
前
に
、
社
会
学
に
お
い
て
新

聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
に
つ

い
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
（M

arshall M
cLuhan

）
の
古

典
理
論
と
、
比
較
的
現
代
に
近
い
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
に
よ
れ
ば
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
﹁
多
様
な

情
報
を
、
一
枚
の
紙
面
に
モ
ザ
イ
ク
状
に
配
列
し
た
﹂
メ
デ
ィ
ア

で
あ
り
、﹁
多
様
な
情
報
を
並
列
し
て
日
々
社
会
へ
暴
露
﹂
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
共
同
体
内
で
囁
か
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
に
対
す
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三　

各
種
新
聞
に
つ
い
て
の
分
析

三
‐
一　

神
戸
又
新
日
報

安
保
則
夫
に
よ
る
記
述
で
は
、
コ
レ
ラ
が
流
行
し
て
い
る
時
期
の

又
新
日
報
の
記
事
内
容
は
、
大
き
く
①
﹁
コ
レ
ラ
防
疫
（
検
疫
、
交

通
遮
断
、
消
毒
・
清
潔
法
等
の
実
施
）﹂
に
関
す
る
も
の
、
②
﹁
県

会
・
区
会
・
町
会
等
、
行
政
の
対
応
（
衛
生
費
、
各
種
取
締
令
規
、

告
示
・
告
諭
の
発
布
等
）﹂
に
関
す
る
も
の
、
③
﹁
コ
レ
ラ
・
衛
生

問
題
を
め
ぐ
る
世
論
（
社
説
、
投
書
、
そ
の
他
記
事
）﹂
に
関
す
る

も
の
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
①
と
②
に
関
し
て
は
、
総
じ

て
当
時
の
衛
生
状
態
に
対
す
る
問
題
意
識
が
見
て
取
れ
る
（
安
保
、

一
九
八
九
：
六
〇
―
七
三
）。
又
新
に
お
け
る
情
報
伝
達
に
つ
い
て

特
質
的
な
の
は
、
③
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

現
代
の
投
書
欄
に
あ
た
る
﹁
寄
書
﹂
欄
を
見
る
と
、
多
数
の
投
書

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
が
コ
レ
ラ
に
対
し
て
高
い
関
心

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
内
容
を
見
る
と
、
当
時
の

新
聞
が
①
や
②
の
よ
う
な
公
的
な
報
知
の
他
に
、
市
民
の
声
を
拡
散

す
る
機
能
も
持
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

﹁
井
水
検
査
﹂

今
般
其
筋
よ
り
当
区
内
に
て
昨
年
虎
列
刺
病
を
発
生
し
た
る

人
家
及
其
近
傍
の
井
水
検
査
を
始
め
ら
れ
今
正
さ
に
着
手
中
の

よ
し
な
る
が
之
れ
は
誠
と
に
美
事
と
申
（
判
読
不
能
）
の
外
無

聞
普
及
率
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
次
ぐ
世
界
三
位
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
る
（
遠
藤
編
、
二
〇
一
〇
：
三
五
二
）。
し
か
し
、

一
九
九
七
年
以
降
は
総
発
行
部
数
・
世
帯
あ
た
り
の
部
数
が
と
も
に

逓
減
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
り
（
遠
藤
編
、
二
〇
一
〇
：
三
五
三
）、

現
在
で
も
こ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る
、
も
し
く
は
加
速
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
性
質

に
つ
い
て
は
、
遠
藤
も
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
似
通
っ
た
説
明
を
し
て
お

り
、﹁
広
報
性
の
強
い
基
調
の
う
え
で
と
き
お
り
突
出
す
る
言
論
的

主
張
と
、
多
様
な
人
々
の
言
論
の
引
用
や
再
録
。
こ
の
両
面
で
、
日

本
の
大
新
聞
の
紙
面
は
独
特
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
な
る
﹂（
遠
藤
編
、

二
〇
一
〇
：
三
五
五
）。
こ
こ
で
意
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
る
出

来
事
に
対
し
て
新
聞
上
に
掲
載
さ
れ
る
記
者
の
主
張
や
専
門
家
の
語

り
で
あ
り
、
一
般
的
な
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
は
性
質
の
異
な
る
も
の
で

あ
る
が
、﹁
新
聞
社
の
無
理
な
タ
テ
マ
エ
的
﹃
主
張
﹄
が
鋭
く
槍
玉

に
あ
げ
ら
れ
る
一
方
で
、﹃
ソ
ー
ス
﹄
と
し
て
の
中
立
性
は
妙
に
通

用
し
つ
づ
け
て
い
る
﹂（
遠
藤
編
、
二
〇
一
〇
：
三
五
四
）
と
あ
り
、

記
事
内
容
に
つ
い
て
の
信
憑
性
も
あ
る
程
度
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い

う
性
質
が
見
て
取
れ
る
。

ひ
と
ま
ず
現
代
日
本
の
新
聞
は
、
多
様
な
情
報
が
継
ぎ
接
ぎ
状
に

（
モ
ザ
イ
ク
状
に
）
並
べ
立
て
ら
れ
、あ
る
程
度
正
確
な
情
報
を
人
々

に
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
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つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
よ
う
な
内
容
の
投
書
で
あ
る
。﹁
井
水
検
査
﹂

は
、
コ
レ
ラ
が
発
生
し
た
家
庭
お
よ
び
そ
の
近
隣
家
庭
の
井
戸
水
検

査
を
行
っ
て
い
た
市
あ
る
い
は
区
の
当
局
に
対
し
、
よ
り
広
範
に
及

ぶ
領
域
で
の
検
査
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
井
戸
の
構
造
に
つ
い
て

詳
し
く
は
知
ら
な
い
が
、
カ
ナ
ー
ト
の
よ
う
な
横
井
戸
で
あ
れ
ば
異

な
る
家
庭
で
一
つ
の
水
脈
を
共
有
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
得
る
わ
け

で
あ
り
、
真
な
る
感
染
防
止
を
求
め
る
上
で
は
こ
の
投
書
は
当
然
の

訴
え
を
し
て
い
る
と
い
え
る
。﹁
通
俗
衛
生
演
説
会
の
開
会
を
望
む
﹂

は
、
市
民
に
対
し
防
疫
の
必
要
性
を
説
く
演
説
会
の
開
催
を
要
求
し

た
も
の
で
あ
る
。
記
事
の
内
容
は
公
的
機
関
に
対
す
る
防
疫
強
化
の

訴
え
に
見
え
る
が
、
こ
の
記
事
を
見
た
他
の
市
民
に
防
疫
の
重
要
性

を
知
ら
し
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

﹁
私
立
避
病
院
は
如
何
な
り
し
や
﹂

去
年
頃
の
又
新
日
報
を
見
る
に
神
戸
部
の
（
判
読
不
能
）
師

諸
君
は
今
回
私
立
避
病
院
を
設
立
せ
ん
と
の
計
画
あ
り
し
由
を

記
し
あ
り
し
に
小
生
は
此
事
に
付
き
其
後
何
の
音
沙
汰
も
聞
く

能
は
す
右
は
已
に
立
消
へ
と
な
り
し
事
か
若
し
之
を
設
立
す
る

事
な
ら
ば
今
日
こ
そ
最
も
其
好
時
（
判
読
不
能
）
な
り
（
判
読

不
能
）
際
上
の
御
都
合
如
何
医
師
諸
君
に
御
質
問
も
申
上
候
也

（﹃
神
戸
又
新
日
報
﹄
一
八
八
六
年
五
月
二
八
日
）

﹁
私
立
避
病
院
の
設
置
云
々
に
答
ふ
﹂

之
候
（
判
読
不
能
）
か
る
に
生
の
考
へ
に
て
は
唯
昨
年
虎
列
刺

病
を
發
し
た
る
人
家
の
井
水
の
み
を
検
査
さ
る
ヽ
も
余
り
に
其

効
は
無
之
と
奉
存
（
判
読
不
能
）
問
（
判
読
不
能
）
も
の
事
に

は
何
卒
区
内
一
般
の
井
戸
に
就
て
其
水
の
性
質
を
検
査
し
他
日

悪
疫
流
行
の
媒
介
な
ら
ざ
ら
し
め
ん
こ
と
に
御
注
意
有
之
度
左

無
く
志
て
唯
巳
に
発
生
し
た
る
虎
列
刺
病
の
源
因
等
を
取
調
へ

ら
る
ヽ
に
止
ま
れ
ば
折
角
の
御
骨
折
も
余
り
に
其
宝
効
を
将
来

に
奏
（
判
読
不
能
）
間
敷
と
被
存
候
依
て
此
段
貴
社
に
訴
へ
当

局
者
の
参
考
に
供
し
候
（﹃
神
戸
又
新
日
報
﹄
一
八
八
六
年
四

月
二
五
日
）

﹁
通
俗
衛
生
演
説
会
の
開
会
を
望
む
﹂

虎
列
刺
病
流
行
の
為
め
已
に
諸
興
行
を
停
止
せ
ら
れ
た
る
上

は
定
め
て
諸
演
説
会
等
も
差
止
め
ら
る
ヽ
事
な
ら
ん
な
れ
共
目

下
世
人
を
し
て
衛
生
の
大
切
な
る
を
知
ら
し
め
さ
る
可
か
ら
さ

る
際
通
俗
衛
生
会
の
開
場
甚
た
必
要
と
被
存
候
間
此
種
の
会

に
限
き
り
政
府
は
特
別
に
之
を
人
民
に
許
可
し
区
内
各
劇
場

に
て
衛
生
演
説
会
を
開
き
一
般
に
傍
聴
を
許
る
し
て
悪
疫
予

防
等
に
（
判
読
不
能
）
せ
る
事
項
を
知
ら
し
め
ん
こ
と
小
生
の

切
に
希
望
す
る
所
に
御
座
候
早
々
頓
首
（﹃
神
戸
又
新
日
報
﹄

一
八
八
六
年
五
月
二
八
日
）

以
上
に
挙
げ
た
二
つ
の
記
事
は
、
市
民
の
立
場
か
ら
防
疫
政
策
に
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に
買
収
さ
れ
て﹁
東
京
朝
日
新
聞
﹂と
な
っ
た
が
、こ
れ
は
現
在
の﹁
朝

日
新
聞
﹂
の
前
身
に
あ
た
る
。
東
京
日
日
新
聞
は
、
東
京
で
初
め
て

刊
行
さ
れ
た
日
刊
紙
で
あ
り
、﹁
大
阪
毎
日
新
聞
﹂
の
傘
下
に
入
っ

た
後
に
現
在
の
﹁
毎
日
新
聞
﹂
と
な
る
。
朝
野
新
聞
は
、
民
権
派
の

政
論
新
聞
と
し
て
人
気
を
博
し
た
が
後
に
廃
刊
と
な
る
。
毎
日
新
聞

は
、﹁
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
﹂
を
前
身
と
す
る
新
聞
で
、
現
在
の
毎

日
新
聞
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
後
に
﹁
帝
都
日
日
新
聞
﹂
に
吸
収
さ

れ
、
一
九
七
〇
年
頃
廃
刊
と
な
る
。
な
お
、
今
回
の
調
査
で
は
、
実

際
に
発
行
さ
れ
た
新
聞
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
明
治

期
の
新
聞
記
事
を
切
り
抜
い
て
時
代
ご
と
の
出
来
事
を
総
覧
で
き
る

よ
う
ま
と
め
た
書
籍
﹃
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
﹄
か
ら
引
用
す
る
形

を
取
っ
た
。
同
書
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

上
に
挙
げ
た
明
治
期
の
新
聞
に
し
て
も
、
三
︲
一
で
述
べ
た
又
新

の
記
事
内
容
分
類
と
同
様
の
分
類
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
①
﹁
コ
レ
ラ
防
疫
﹂
に
関
す
る
も
の
、
②
﹁
県
会
・

区
会
・
町
会
等
、
行
政
の
対
応
﹂
に
関
す
る
も
の
、
③
﹁
コ
レ
ラ
・

衛
生
問
題
を
め
ぐ
る
世
論
﹂
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

﹁
コ
レ
ラ
予
防
大
評
議　

大
日
本
私
立
衛
生
社
が
三
百
名
集

会
し
て
﹂

同
会
に
て
は
目
下
京
阪
地
方
に
コ
レ
ラ
病
流
行
、
最
早
や
何

時
何
地
に
伝
播
す
る
や
も
図
り
難
き
状
態
な
れ
ば
右
予
防
に
関

又
新
日
報
第
六
百
十
一
号
に
私
立
避
病
院
は
如
何
な
り
し
と

の
投
書
に
答
ふ
右
は
場
所
も
適
当
の
地
を
求
む
る
に
因
て
其
筋

へ
相
（
判
読
不
能
）
り
し
所
至
極
好
都
合
な
り
左
れ
ど
規
則
の

一
段
に
至
り
（
判
読
不
能
）
主
の
み
入
院
治
療
す
る
は
甚
た
狭

き
区
域
に
し
て
貧
富
を
問
は
ず
一
般
に
治
療
す
る
規
則
な
れ
は

許
可
な
る
趣
に
聞
及
ぶ
故
に
今
に
至
り
（
判
読
不
能
）
延
す
と

聞
く
（﹃
神
戸
又
新
日
報
﹄
一
八
八
六
年
六
月
一
日
）

以
上
の
二
つ
は
、
異
な
る
号
の
投
書
欄
上
で
質
問
―
回
答
の
形
式

を
な
し
て
い
る
一
連
の
記
事
で
あ
る
。
前
者
が
、
コ
レ
ラ
に
感
染
し

た
患
者
の
た
め
の
避
病
院
を
設
置
す
る
と
い
う
計
画
の
現
在
に
つ
い

て
質
問
を
投
げ
か
け
、
後
者
が
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
問
題
が
生
じ

た
た
め
に
設
置
が
先
延
ば
し
に
な
っ
て
い
る
旨
を
回
答
し
て
い
る
。

共
通
の
紙
面
を
多
人
数
が
目
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
紙
面
を
通
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
又
新

に
お
け
る
興
味
深
い
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

三
‐
二　

明
治
期
の
新
聞

次
に
、
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
新
聞
の
う
ち
、
神
戸
又
新
日
報
以

外
の
も
の
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
取
り
上
げ
る
新
聞
は
、﹁
燈
新

聞
﹂﹁
東
京
日
日
新
聞
﹂﹁
朝
野
新
聞
﹂﹁
毎
日
新
聞
﹂
の
四
種
で
あ
る
。

燈
新
聞
は
、
自
由
党
の
機
関
紙
を
源
流
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
名
称

で
発
刊
さ
れ
て
い
た
の
は
明
治
一
九
年
の
一
年
間
の
み
で
あ
る
。
後
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と
す
る
発
想
は
現
代
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
興
味
深
い
。
法
令

の
制
定
を
知
ら
せ
る
記
事
な
の
で
、
②
﹁
県
会
・
区
会
・
町
会
等
、

行
政
の
対
応
﹂
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
と
い
え
る
。

﹁
八
千
人
に
風
呂
施
行　

栃
木
町
の
コ
レ
ラ
予
防
対
策
﹂

栃
木
県
下
都
賀
郡
栃
木
倭
町
の
大
塚
総
十
郎
氏
は
、
予
て
篤

志
の
聞
へ
あ
る
人
な
る
が
、
此
程
同
地
方
虎
列
刺
予
防
の
事
に

付
、
町
会
を
開
き
た
る
折
に
も
、
種
々
の
方
案
を
提
出
し
、
中

に
も
悪
疫
流
行
の
際
に
は
、
身
体
を
清
潔
に
す
る
こ
と
肝
要
な

れ
ば
、
市
中
の
湯
屋
に
掛
合
の
上
毎
日
の
収
入
金
を
見
積
り
て

之
を
町
費
よ
り
支
弁
し
市
中
老
幼
男
女
八
千
人
余
を
無
代
償
に

て
入
浴
せ
し
め
ん
と
の
議
を
起
せ
し
に
賛
成
者
多
く
し
て
遂
に

之
れ
に
決
し
た
り
と
、
同
地
の
報
に
見
ゆ
。（﹃
新
聞
集
成
明
治

編
年
史
﹄
第
六
巻
：
一
八
七
、﹃
毎
日
新
聞
﹄
一
八
八
六
年
八

月
一
八
日
）

地
方
の
有
力
者
が
、人
々
の
清
潔
を
保
つ
た
め
に
入
浴
を
推
奨
し
、

さ
ら
に
資
金
援
助
に
よ
り
無
償
で
の
入
浴
を
可
能
に
し
た
こ
と
を
報

じ
る
記
事
で
あ
り
、
一
見
す
る
と
防
疫
策
に
関
す
る
記
事
に
見
え
る

が
、
こ
れ
は
文
末
の
書
き
ぶ
り
か
ら
、
地
方
の
報
道
を
見
た
記
者
が

改
め
て
都
市
部
の
新
聞
に
て
報
じ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

コ
レ
ラ
関
連
ニ
ュ
ー
ス
の
紹
介
記
事
、と
い
う
こ
と
で
③
﹁
コ
レ
ラ
・

衛
生
問
題
を
め
ぐ
る
世
論
﹂
に
関
す
る
も
の
と
す
る
。

す
る
事
項
協
議
の
為
め
、
一
昨
六
日
木
挽
町
の
厚
生
館
に
於
て

臨
時
会
を
開
き
、
会
頭
佐
野
常
民
、
副
会
頭
長
与
専
斎
、
幹
事

高
木
兼
寛
、
大
沢
謙
二
等
の
諸
氏
を
始
め
無
慮
三
百
余
名
出
席

し
て
、
予
防
消
毒
法
の
事
は
勿
論
同
会
社
が
社
会
に
対
す
る
義

務
上
の
事
を
も
夫
れ
く
熟
議
せ
ら
れ
た
る
由
。（﹃
新
聞
集
成

明
治
編
年
史
﹄
第
六
巻
：
一
七
三
、﹃
燈
新
聞
﹄
一
八
八
六
年

六
月
八
日
）

こ
れ
は
コ
レ
ラ
予
防
の
為
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
る

記
事
で
、
具
体
的
な
防
疫
策
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
広
く
防
疫
関
連
の
情
報
と
い
う
点
で
は
①
﹁
コ
レ
ラ
防
疫
﹂
に

関
す
る
記
事
で
あ
る
と
い
え
る
。

﹁
兵
士
禁
食
令　

コ
レ
ラ
予
防
の
為
外
出
し
て
飲
食
は
厳
禁
﹂

目
下
悪
疫
流
行
の
兆
あ
る
に
付
て
は
、
諸
兵
士
に
し
て
遊
歩

又
は
公
用
等
に
て
他
出
せ
し
時
妄
り
に
飲
食
等
を
な
す
と
き

は
、
該
病
を
発
す
る
の
恐
れ
な
し
と
せ
ざ
れ
ば
、
其
予
防
を
な

さ
ヾ
る
べ
か
ら
ず
と
て
、
今
度
禁
食
令
と
云
ふ
も
の
を
制
定
せ

ら
れ
し
と
（﹃
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
﹄
第
六
巻
：
一
七
九
、﹃
朝

野
新
聞
﹄
一
八
八
六
年
七
月
一
七
日
）

外
出
時
の
飲
食
を
禁
止
す
る
法
令
の
制
定
を
報
じ
る
記
事
で
あ
る

が
、
外
で
他
者
と
の
関
わ
り
を
減
ら
す
こ
と
で
感
染
を
予
防
し
よ
う



269

情報伝達メディアの性質

坪
建
の
家
は
八
厘
を
賃
料
と
し
て
取
立
て
ら
る
。
又
移
住
議
案

説
明
の
大
要
は
左
の
如
し
、
兎
に
も
角
に
も
此
一
挙
は
虎
列
刺

事
件
中
の
一
大
英
断
、
一
大
美
挙
に
し
て
、
大
坂
府
民
の
為
に

深
く
賀
せ
ざ
る
を
得
ず
。（
下
略
）（﹃
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
﹄

第
六
巻
：
一
九
〇
、﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
一
八
八
六
年
九
月
九
日
）

﹁
立
ン
坊
﹂
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
コ
レ
ラ
の
感
染
源
を
貧
困
層

の
不
潔
感
の
あ
る
人
々
で
あ
る
と
断
定
的
に
報
じ
た
も
の
で
、﹁
大

阪
細
民
移
住
会
議
﹂
の
記
事
で
は
、
貧
困
層
の
強
制
移
住
を
称
揚
す

る
よ
う
な
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
。
公
的
メ
デ
ィ
ア
が
特
定
の
人
々

を
差
別
的
に
取
り
扱
う
記
事
を
書
い
た
場
合
は
、
現
代
で
は
発
信
し

た
記
者
お
よ
び
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
が
問
わ
れ
る
事
態

に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
上
に
挙
げ
た
よ
う
な
差
別
的
な
記
事
は
現

代
の
新
聞
で
は
取
り
扱
わ
れ
な
い
情
報
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
こ

の
こ
と
は
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
重
要
な

要
素
で
あ
る
と
い
え
る
。

三
‐
三　

現
代
の
新
聞

現
代
の
新
聞
記
事
は
、
今
ま
で
に
挙
げ
て
き
た
よ
う
な
明
治
期
の

新
聞
に
比
べ
て
記
事
が
長
い
も
の
が
多
く
、
引
用
の
形
を
と
る
と
い

た
ず
ら
に
紙
幅
を
費
や
し
て
し
ま
う
た
め
、
記
事
の
掲
載
日
と
見
出

し
の
紹
介
の
み
に
留
め
た
い
。

現
代
の
新
聞
記
事
の
傾
向
と
し
て
、
と
に
か
く
扱
う
情
報
の
幅
が

こ
こ
ま
で
は
﹁
コ
レ
ラ
﹂
の
文
言
を
﹁
コ
ロ
ナ
﹂
に
換
え
、
現
代

に
お
け
る
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
も
あ
ま
り
違
和
感
は
な
い
記

事
で
あ
る
が
、
現
代
の
新
聞
で
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
記
事
も

あ
る
。﹁

コ
レ
ラ
病
の
源
泉
は
神
田
三
河
町
の
立
ン
坊
﹂

立
ン
坊
追
払

神
田
区
の
虎
列
刺
と
云
へ
ば
、
と
か
く
三
河
町
辺
に
多
く
出

現
す
る
は
、
彼
の
立
チ
ン
坊
と
称
す
る
一
種
の
汚
穢
な
る
乞
食

様
の
も
の
数
多
徘
徊
し
居
り
て
、
僅
か
の
賃
銭
を
得
れ
ば
、
無

暗
に
五
厘
で
一
杯
の
氷
水
や
附
焼
き
団
子
を
タ
ラ
フ
ク
詰
め
込

み
、
腹
を
損
ね
る
も
の
多
き
に
よ
る
と
か
に
て
、
其
筋
に
於
て

は
巡
行
の
巡
査
を
し
て
、
右
の
立
チ
ン
坊
の
群
集
せ
ざ
る
様
注

意
せ
し
め
ら
る
ヽ
由
。（﹃
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
﹄
第
六
巻
：

一
八
三
、﹃
朝
野
新
聞
﹄
一
八
八
六
年
七
月
三
一
日
）

﹁
大
阪
細
民
移
住
会
議
﹂

前
回
よ
り
屢
々
報
ぜ
し
大
坂
四
区
一
郡
の
連
合
会
議
即
ち
大

坂
細
明
の
移
住
会
議
は
、
本
月
三
日
大
坂
府
庁
議
事
堂
に
於
て

開
場
式
を
行
は
れ
た
り
、
其
移
住
の
箇
所
は
、（
中
略
）
戸
数

二
千
七
百
戸
、
人
口
八
千
百
人
な
り
。
又
此
細
民
を
移
住
せ
し

む
る
難
波
村
の
新
築
家
屋
は
、
前
報
の
如
く
四
区
一
郡
の
共
有

に
し
て
居
住
貧
民
よ
り
一
日
に
付
、
二
坪
建
の
家
金
五
厘
、
三
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・
二
〇
二
〇
年
四
月
一
七
日
﹁
プ
ロ
野
球
、
セ
・
パ
交
流
戦
を
中
止

⋮
五
月
中
の
開
幕
も
断
念
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
一
九
日
﹁
ネ
ッ
ト
で
飲
み
会
、
懇
親
会
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
一
日
﹁
疫
病
封
じ
る
妖
怪
﹃
ア
マ
ビ
エ
﹄
が

和
菓
子
に
⋮
岐
阜
・
大
垣
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
五
日
﹁
全
国
の
学
習
塾　

八
割
が
休
校
⋮
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
八
日
﹁﹃
味
が
し
な
い
﹄﹃
急
激
に
悪
化
﹄﹃
無

症
状
で
も
陽
性
﹄
⋮
感
染
者
の
証
言
集
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
九
日
﹁
マ
ス
ク
着
用
し
な
い
客
と
も
み
合
い
、

警
備
員
が
発
砲
⋮
流
れ
弾
が
女
性
店
員
の
首
に
命
中
し
死
亡
﹂

国
の
経
済
状
況
に
関
す
る
記
事
か
ら
、
感
染
症
に
関
す
る
最
新
情

報
、
専
門
家
の
見
解
や
、
市
民
生
活
や
娯
楽
に
関
す
る
記
事
、
地
方

の
ち
ょ
っ
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ま
で
、
実
に
幅
広
い
内
容
を
扱
っ
て
い

る
。
四
月
二
九
日
の
記
事
は
海
外
の
ニ
ュ
ー
ス
だ
が
、
国
外
の
内
容

ま
で
も
を
取
り
扱
う
こ
と
も
あ
る
。

○
朝
日
新
聞

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
日
朝
刊
﹁
一
世
帯
二
枚
ず
つ
、
政
府
が
布
マ

ス
ク　

新
型
コ
ロ
ナ
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
三
日
夕
刊
﹁
感
染
加
速
、
世
界
一
〇
〇
万
人　

コ
ロ
ナ
死
者
五
万
人
﹂

広
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
感
染
症
に
関
す
る
記
事
に
限
定

し
て
も
、
政
治
の
動
向
、
経
済
に
お
け
る
影
響
、
市
民
生
活
に
お
け

る
影
響
、
感
染
症
対
策
に
関
す
る
情
報
共
有
な
ど
、
実
に
多
様
な
ス

ケ
ー
ル
感
で
、
感
染
症
が
猖
獗
を
極
め
る
社
会
の
様
子
を
描
き
出
し

て
い
る
。
以
下
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
で
猛
威
を
振
る

い
始
め
た
二
〇
二
〇
年
四
月
の
読
売
新
聞
お
よ
び
朝
日
新
聞
の
記
事

タ
イ
ト
ル
を
一
部
紹
介
す
る
。

○
読
売
新
聞

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
日
社
説
﹁
日
銀
三
月
短
観　

さ
ら
な
る
悪
化

に
備
え
た
対
策
を
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
五
日
﹁
ワ
ク
チ
ン
開
発
短
縮
、
世
界
の
製
薬
大

手
が
続
々
挑
む
⋮
早
け
れ
ば
﹃
一
年
﹄﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
、
症
状
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
マ
ス
ク
着
用
を
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
八
日
﹁
友
と
の
再
会
喜
ぶ
、
中
学
で
卒
業
式
と

終
業
式
⋮
鎌
倉
学
園
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
九
日
︻
緊
急
事
態
宣
言　

専
門
家
に
聞
く
︼﹁
自

粛
継
続　

犠
牲
抑
え
る
⋮
東
京
慈
恵
医
大
教
授　

浦
島
充
佳
氏
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
一
〇
日
社
説
﹁
テ
レ
ワ
ー
ク　

上
手
に
活
用
し

密
集
を
避
け
よ
う
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
一
三
日
﹁
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
治
療
受
け
た
重
篤
患
者
、

少
な
く
と
も
七
五
人
⋮
二
週
間
で
ほ
ぼ
倍
増
﹂
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・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
六
日
朝
刊
﹁
病
床
、
逼
迫
の
恐
れ 

四
都
道
府

県
で
利
用
八
割
超　

朝
日
新
聞
社
調
査
︻
大
阪
︼﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
七
日
朝
刊
﹁
全
国
高
校
総
体
、
初
の
中
止
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
八
日
朝
刊
﹁
一
二
〇
万
本
、
ひ
っ
そ
り　

ネ

モ
フ
ィ
ラ
が
見
頃　

福
岡
︻
西
部
︼﹂

読
売
新
聞
と
同
様
、
多
岐
に
わ
た
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
隅
付
き
括
弧
で
︻
大
阪
︼
な
ど
と
付
記
さ
れ
て
い
る
の

は
、
地
域
限
定
の
記
事
で
あ
る
。
全
国
共
通
の
記
事
に
加
え
て
地
域

限
定
の
記
事
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
取
り
扱
う
情
報
の
幅
は
さ
ら
に

重
層
的
に
な
っ
て
い
る
。
四
月
二
〇
日
の
﹁
声
﹂
と
題
が
つ
い
た
記

事
は
市
民
の
声
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、又
新
日
報
に
お
け
る﹁
寄

書
﹂
欄
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

現
代
の
新
聞
と
明
治
期
の
新
聞
の
最
大
の
差
異
は
、
や
は
り
取
り

扱
う
情
報
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
現
代
の
新
聞
は
全
国
か
ら

の
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
、
恐
ら
く
は
情
報
を
収
集
す
る
記

者
の
絶
対
数
も
人
口
増
加
に
付
随
し
て
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
各
専
門
部
が
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
記
事
を
手
掛
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
本
稿
の
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
現
代
の
新
聞
は
多

様
な
情
報
を
継
ぎ
接
ぎ
し
た
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
上
に
挙

げ
た
記
事
の
例
を
見
る
と
、
確
か
に
雑
多
な
情
報
が
入
り
混
じ
る
新

聞
の
在
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
全
国
紙
で
は
な
く

地
方
限
定
で
発
行
さ
れ
て
い
る
新
聞
な
ど
は
事
情
が
異
な
る
可
能
性

・
二
〇
二
〇
年
四
月
五
日
朝
刊
﹁
一
〇
代
の
死
、
欧
州
の
教
訓　

新

型
コ
ロ
ナ
、
持
病
な
く
て
も
重
症
化
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
朝
刊
﹁
き
ょ
う
緊
急
事
態
宣
言　

東
京
・

神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
・
大
阪
・
兵
庫
・
福
岡　

五
月
六
日
ま
で

想
定
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
九
日
朝
刊 

天
声
人
語
﹁
コ
ロ
ナ
に
よ
る
働
き
方

改
革
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
一
四
日
夕
刊
﹁
休
止
中
の
展
覧
会
、﹃
ニ
コ
美
﹄

で
配
信
︻
大
阪
︼﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
一
五
日
夕
刊
﹁
感
染
症
扱
う
小
説
や
歴
史
書
に

注
目　

カ
ミ
ュ
﹃
ペ
ス
ト
﹄
一
五
万
部
増
刷
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
一
六
日
夕
刊
﹁（
新
型
コ
ロ
ナ
）
演
劇
も
音
楽
も
、

テ
レ
ワ
ー
ク
で
届
け
る
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
一
七
日
朝
刊
﹁
世
論
の
不
満
、
折
れ
た
首
相　

与
党
に
転
換
迫
ら
れ　

一
〇
万
円
給
付
へ　

新
型
コ
ロ
ナ
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
一
八
日
朝
刊
﹁（
い
ち
か
ら
わ
か
る
！
）
新
型

肺
炎
が
悪
化
し
た
ら
、
ど
ん
な
治
療
を
受
け
る
？
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
〇
日
朝
刊
﹁（
声
）
市
民
が
市
民
を
責
め
る
、

違
う
の
で
は
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
四
日
朝
刊﹁
景
気
判
断﹃
急
速
に
悪
化
﹄　

リ
ー

マ
ン
後
以
来　

四
月
・
月
例
経
済
報
告
﹂

・
二
〇
二
〇
年
四
月
二
五
日
朝
刊
﹁
一
〇
万
円
﹃
Ｄ
Ｖ
被
害
者
は
月

内
申
し
出
を
﹄　

遅
れ
る
と
世
帯
主
に
支
給
の
恐
れ
﹂
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者
共
同
体
の
間
で
共
通
す
る
情
報
体
系
を
作
り
出
し
、
共
同
体
像
を

共
有
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
空
間
的
な
変
化

に
は
、
情
報
伝
達
速
度
自
体
の
時
間
的
変
化
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
全
国
の
情
報
を
紙
面
に
配
置
す
る
た
め
に
は
、
全
国
の

情
報
が
一
挙
に
手
に
入
る
こ
と
が
必
要
条
件
で
あ
る
。
手
元
の
携
帯

電
話
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
即
座
に
記
事
内
容
の
打
ち
合
わ
せ
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
広
範
な
情
報
を
紙
面
上
に
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

ま
た
、
性
質
の
変
化
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
根
本
的
な
差
異
で
あ

る
が
、
明
治
期
の
新
聞
と
現
代
の
新
聞
が
扱
う
記
事
内
容
を
比
較
す

る
と
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
現
代
の
新

聞
に
お
い
て
、
特
定
の
属
性
を
持
っ
た
人
々
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
描
く

こ
と
は
禁
忌
で
あ
り
、
万
が
一
そ
の
よ
う
な
記
事
が
世
に
出
回
っ
た

と
す
れ
ば
、
企
業
は
再
起
不
能
に
な
る
ま
で
非
難
の
声
を
浴
び
せ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
さ
ら
に
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う

も
の
に
注
目
し
て
み
た
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
の

公
開
を
前
提
と
し
た
オ
ー
プ
ン
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
と
維
持
を
重
要
な
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
河
内
、

二
〇
二
一
）。
こ
こ
で
は
主
にTw

itter

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
が
、

な
ぜ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
焦
点
を
当
て
る
か
と
い
う
と
、
現
代
に
お
け
る
新
聞

以
上
に
人
々
の
情
報
獲
得
手
段
と
し
て
普
及
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
か
ら
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
る
と
、
公
的
な
発

が
あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。

四　

ま
と
め

こ
こ
ま
で
で
検
討
し
た
明
治
期
お
よ
び
現
代
の
新
聞
の
性
質
に
つ

い
て
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、﹁
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂

す
な
わ
ち
﹁
マ
ス
コ
ミ
﹂
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
定
義
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。
露
木
茂
・
仲
川
秀
樹
に
よ
る
と
、
マ
ス
コ
ミ
は
以
下
の

よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ひ
と
こ
と
で
い
う
と
、﹁
大

衆
伝
達
﹂
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、﹁
送
り
手
が
不
特
定
多
数

の
受
け
手
を
対
象
に
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
・
新
聞
・
雑
誌
な
ど
）
を
通
じ
て
、
大
量
に
記
号
・
情
報

が
伝
達
さ
れ
る
過
程
﹂
と
概
念
化
し
た
い
。（
露
木
・
仲
川
、

二
〇
〇
四
：
二
八
）

二
章
で
確
認
し
た
と
お
り
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
の
一

つ
と
し
て
、
人
々
の
共
同
体
へ
の
参
入
を
促
し
、
共
同
体
イ
メ
ー
ジ

の
確
立
に
貢
献
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
上

述
の
よ
う
な
マ
ス
コ
ミ
的
情
報
伝
達
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。
明
治

期
の
新
聞
で
は
各
地
域
の
情
報
を
配
置
し
、
現
代
の
全
国
紙
で
は
全

国
の
情
報
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
規
模
感
は
大
き
く
異
な
れ
ど
、
読
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境
の
抜
本
的
変
化
と
今
日
的
広
告
展
開
に
関
す
る
考
察
﹂﹃
松
山
大
学
論
集
﹄

三
三
（
三
）：
九
三
―
一
二
七
。

M
aLuhan, M

arshall, 1964, U
nderstanding M

edia: The Extensions of M
an, 

N
ew

 York: M
xG

raw
-H

ill.

（
栗
原
祐
・
河
本
仲
聖
共
訳
、一
九
八
七
、﹃
メ
デ
ィ

ア
論 

人
間
の
拡
張
の
諸
相
﹄
み
す
ず
書
房
。)

新
聞
集
成
明
治
編
年
史
編
纂
会
編
、
二
〇
一
一
、﹃
新
聞
集
成
明
治
編
年
史 

第

六
巻
﹄（
一
九
三
六
―
四
〇
、
林
泉
社
）、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
、（
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
取
得
、https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/

pid/1920367

）。

小
学
館
、
二
〇
一
二
、﹁
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
プ
ラ
ス
﹂、 Japan K

now
ledge

、

（
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
取
得
、https://japanknow

ledge.com
/lib/

display/?lid=5091001288770)

。

―
―
―
―
、
二
〇
一
二
、﹁
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
プ
ラ
ス
﹂、Japan K

now
ledge

、

（
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
取
得
、https://japanknow

ledge.com
/lib/

display/?lid=5091001289510

）。

―
―
―
―
、
二
〇
一
二
、﹁
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
プ
ラ
ス
﹂、Japan K

now
ledge

、

（
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
取
得
、https://japanknow

ledge.com
/lib/

display/?lid=5091001288360

）。

―
―
―
―
、
二
〇
一
二
、﹁
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
プ
ラ
ス
﹂、Japan K

now
ledge

、

（
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
取
得
、https://japanknow

ledge.com
/lib/

display/?lid=5091001289030

）。

―
―
―
―
、
一
九
九
四
、﹁
日
本
大
百
科
全
書
﹂、Japan K

now
ledge

、

（
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
取
得
、https://japanknow

ledge.com
/lib/

display/?lid=1001000214691

）。

露
木
茂
・
仲
川
秀
樹
、
二
〇
〇
四
、﹃
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
﹄
学
文
社
。

読
売
新
聞
、
二
〇
二
二
、﹁
読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
﹂、（
二
〇
二
一
年
九
月
一
七

表
か
ら
市
民
の
と
り
と
め
も
な
い
つ
ぶ
や
き
ま
で
、
実
に
多
種
多
様

な
発
信
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
新
聞
が
持
つ
情
報
の
雑
多

性
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
現
代
の
新
聞
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
違
い

と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
容
易

さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
聞
は
、
人
々
を
共
同
体
へ
積
極
的
に
参
入
さ

せ
る
引
力
を
持
つ
一
方
で
、
市
民
間
で
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
しTw

itter

を
は
じ
め
と
す

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
発
信
者
に
直
接
コ
メ
ン
ト
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、
又
新
日
報
の
投
書
欄
で
見
ら
れ
た

よ
う
な
関
係
性
に
近
く
、
誰
か
の
発
信
を
見
た
後
で
、
そ
の
発
信
内

容
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
、
と
い
う
説
明
は
両
者
に
当
て
は
ま
る

も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
か
生
じ
な

い
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
明
治
期
の
新
聞
と
現
代
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

似
通
っ
た
特
徴
が
あ
る
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。

文
献

安
保
則
夫
、
一
九
八
九
、﹃
ミ
ナ
ト
神
戸 

コ
レ
ラ
・
ペ
ス
ト
・
ス
ラ
ム
―
社
会
的

差
別
形
成
史
の
研
究
﹄
学
芸
出
版
社
。

朝
日
新
聞
、
二
〇
二
二
、﹁
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
聞
蔵
Ⅱ
﹂、（
二
〇
二
一

年
九
月
一
七
日
取
得
、https://database.asahi.com

/index.shtm
l

）。

遠
藤
知
巳
編
、
二
〇
一
〇
、﹃
フ
ラ
ッ
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー　

現
代
日
本
の
社
会
学
﹄

せ
り
か
書
房
。

河
内
俊
樹
、
二
〇
二
一
、﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
台
頭
に
伴
う
広
告
環



274

社会学雑誌　第 39号

日
取
得
、https://w

w
w.yom

iuri.co.jp/w
eb-search

）。

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
―
九
七
、﹁
国
史
大
事
典
﹂、Japan K

now
ledge

、

（
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
取
得
、https://japanknow

ledge.com
/lib/

display/?lid=30010zz178120

）。

―
―
―
―
、
一
九
七
九
―
九
七
、﹁
国
史
大
事
典
﹂、Japan

K
now

ledge

、（
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
取
得
、https://japanknow

ledge.com
/

lib/display/?lid=30010zz445750

）。


